
ヴェルサ
イユ
宮殿
王室
礼拝堂オル

ガニスト

全指定席 1,000円　［サラマンカメイト：900円］
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※車椅子席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取り扱いです。
※スマホの方はネット予約で電子チケットが購入できます。
　当日、入場口でスマホの電子チケットを提示してください。 主催： サラマンカホール

岐阜市薮田南 5-14-53

夏の夜のひとときに
  エスプリあふれる
    オルガニストが奏でる

サラマンカメイト先行発売：2024年4月17日［水］ ／ 一般発売：2024年4月24日［水］　＊ 電話・インターネット 9:00～／窓口 12:00～
チケットのお求め｜サラマンカホール チケットセンター ネット予約は公式サイト「サラマンカ・オンラインチケット」で

058-277-1110 9：00～
21：30 サラマンカホール

Espina�e
Organ Recital

1.ヨハン・セバスチャン・バッハ（1685－1750）
　　　　　パッサカリアとフーガ ハ短調 BWV582

2.ウスタッシュ・デュ・コーロワ（1549－1609）
　　　　　「幼き乙女」による幻想曲

3.フランシスコ・コレア・デ・アラウホ（1584－1654）
　　　　　讃歌「無原罪の聖母」

4.フランソワ・ロベルディ（1624－1680）
　　　　　フーガと同主題によるカプリッチオ 第３番

5.ペーテル・コルネット（1575？－1633）
　　　　　第一旋法によるファンタジー

6.フェリクス・メンデルスゾーン（1809－1847）
　　　　　オルガンソナタ第2番 作品65

※曲目は変更になる場合があります。

Program

7/26[金]
2024

19：00開演（18：30開場）

Françƣs

フランソワ・エスピナス
オルガンリサイタル



客席のご案内

全指定席

すしさかい

ラーメン屋

交通アクセス・駐車場

 公共交通機関
●JR岐阜駅（北口）より「岐阜バス」で約20分
●名鉄岐阜駅より「岐阜バス」で約25分
●JR西岐阜駅（南口）より「岐阜バス」で約10分　
●JR西岐阜駅（南口）より「西ぎふ・くるくるバス」
　で約12分
●JR東海道本線・名古屋駅から西岐阜駅まで
　約23分

 自　動　車
●JR西岐阜駅から車で約5分（南口タクシー乗り場より約2㎞）
●JR東海道新幹線・岐阜羽島駅および名神高速道路・岐阜
羽島ICより車で約20分　●無料駐車場完備

終演後に西岐阜駅まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

サラマンカメイトのご案内

●チケットの先行販売

●チケットの割引（1公演2枚まで）

●ダイレクトメールによる
　コンサートのご案内

●グッズコーナーでの割引

※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

フランソワ・エスピナス
ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂オルガニスト
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Françƣs Espina�e
南仏トゥールーズ音楽院にて学ぶ。同音楽院グザヴィエ･ダラスのクラスでオルガンを修得し、1980年にプルミエ･プリ(1等賞)を得て卒業。
その翌年アンドレ･イゾワールのクラスで研鑽を積んだ。
1986年、トゥールーズ国際オルガンコンクールの現代音楽部門、更に1988年には第1回武蔵野市国際オルガンコンクールで入賞。
現在、パリのサン･セヴラン教会オルガニストの1人であり、リヨン国立高等音楽院でオルガン科教授として後進の指導にあたっている。
2010年には、ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂の4人のオルガニストの1人に任命され、ミサ伴奏やオルガン見学会、CD録音などに携わり、
ヨーロッパ各地の歴史的なオルガンを用いて録音されたCDは批評家から高く評価されている。
コンサーティスト、マスタークラスの教授として20か国余りで活躍。またシャルトル国際オルガンコンクール委員会のメンバーでもあり、数々
の国際コンクールの審査員として招聘されている。
現代音楽にも深い関心を寄せ、ジルベール･アミ、ピエール･ファラゴ、ベッツィ･ジョラス、フィリップ･ユレルおよび渡辺りか子等の作曲家と
定期的に協力して、その初演をする。
2014年、フランス国立放送局のホールに設置されたグレンジング製のオルガンの建立に関与し、披露演奏会ではベルナール･フォクルール
の委嘱作品を初演し好評を得た。
フランスの｢オルグ･ヌーヴェル｣誌創刊委員。


